三鬼秀句の構造論的考察 by 上村, 敦之
まえがき
．戦前戦後にかけて昭和俳坑で活蹄した無季派俳人（無季・不定型）西束三鬼には多くの秀句があり、それらの作品は発語、承語、末語のそれぞれにわたって極めてユニ
ー
クな展開がある。
ここでは、その素材、発想、
主柄、鑑凶など内容的な解明には
ほとんど触れず、
各句の構造を形象而に沿って考察してみた。
百句を選んでいろが、これは桜楓社刊の俳句シリーズ中、
三鬼
を担当された沢本欣一氏の選句 若干
を補っ
たものであろ。
初五を軸に中七・下五への展開を見ていろが、その初五が、
体
g+「ゃ」の古形も若干あろが 純体苫、
「が．の．に．を：」
の助詞が付されたもの、用宮主体の初五、
雑多な品詞融合のもの
など極めて多様にわ っていろ。そ に続く中七以下の接絞を分析していろが、
大要は用言主勁型、
体酋主勁型に分けて説明して
いる。
しか
しこ
れもまことに数宮なイメージの百花絞乱で私自g
随分勉強になっ
た。
近代俳句の―つの様式の形態的解明の一助になればと屈ってい
ろ
。
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名・動（終止
）
であり、
「むく」の反復表現も
ある。
（三）次に用苫多用型に触れる。
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（一）
まず、休言多用型である。その中七・下五を見ていくと
微妙な差がある。
a名・名・名・動型(9
7289
の句
）
注9
は連用止め、後二者は終止。b名・名・勁・助勁型(60
25の包
前者 終止、後者は迎体止めだ Cは、二名詞一用～凸の型である。85は、
名・名・
動（連用）
で
あり、77は、述体詞・名・名・動(^IIu
令）であり、47は、名・名・形（終止）と千変万化である。
（二）次に反複型というか、体―
i国・用
l国のリフレインで構成さ
れたものを見ていく。
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a単
純な名・動・名
・
動（終止）のクイプ。(45
6773
の句）
ただ、45では、同一概念が、67では反対概念が 73では索加表現がそれぞれ表現されている。b
史に、この籾の変形が二つある。
30は、名・動・代名・動（終止）で
あり、29は、名
・類似肋動・
6 5 ，5 aは、副・形・名・動（終止）で構成された2の句である。一
l­
鬼の蚊代表句とされるこ
の句は、初五も含め、小刻みに波動され
て無限 余梢を残すボエジーといえる。bは56の句。動・名・名で構成される異瑞の句。
「かじかむ」という擬態動洞の迎用形が
不協和音そのもので、句末の体苗とハーモニーをなし
ている。C
は59の句。
動・動・名・動（終止）の一風変った構
成。
子細に見ると巾下句は、四つの動洞に―つの名涸（犬）が点描されている。しか
もその犬が、夜桜と於質の色洞を形成して型変
りの秀句と評されてよい。
（五）以上で初五休＿aの二十句を見たわけだが、初五の内容を
2 
示
す
。
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a15
は
、勁・名・名・動（終止）で、名詞を上下で動涸が包む。
b
19と28は、いずれも動
・名・動（終
止）で共通だが、補格と目
的格の必戊が、糾和と激惜の差と合わせて句柄の特徴をなしてい又46は、形・名 動（終止）で、上記のものと述って見え
る
が
、時闘の累加を二用言で示してい
る
。
（四）終りに破格 いうか、牧文詩とでもいいたいものを一――つ
打ち落す
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304647596067
73がある。又29
72は、名詞・動
詞迎体・名
詞
の型。85は、形動連体・名詞の形。更に前衛無季派
俳人三鬼の面目を示すものといえようか、初五の体言羅列が三例ある。25は反意語で六音、28
56は同格で、いずれも七音である。
巨箆、体g＋助詞「の」の型に移る
。
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a13
33
の句
、名・名・動の型。体言多用に
動詞の点硝で迫力
b
更に、体言が三語となり、句末の動作の緊迫感が増す。これ
に五句ある。
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916は、数·数・名・動（連用）、20は、名・や
、名・
名・動、36
は、名・名・名・動。75は、名・や・名・名
・動（連用）、98は、
名・名・ 動ーである
,17
降る81の
つ
らら折り持ち
みどり子の
83生
き延びる
71梅
雨宮士の
黒い三角
兄死ぬか
23は、名・助・動・助動（止）。特に27の動詞三語の多用と、「動く」のリフレインは自然摂理の流動感を見頃に表現。又83(
名・動・動・勁）の、「
折り・持ち」と「生き・延びる」の断続
音の生動感もすばらしい。更に71（形・名・名・動・助）は、一兄体言多用を思わ が、黒 （三角）、
（兄）死ぬ
の象徴、予
兆の用苫二語が、鼓動を止めろ迫力で玩者を打つ。
e次
に、／名・動・名・動／のリフレイン。だいかん
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声となろ
57穴
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更に、40は、同一動詞の反復、57は、中七下五が一応別次元で
ある
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C初
五ふ含め、は董囮語が助詞で結ばれるという硬質句の典型。
細くは、17(N＋の＋N+に＋N
＋の十N)、34(N＋の十N+
の＋N+に十N
)、
79(N＋の＋NI語尾「さ」1+N＋の十N)
．
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g
又特殊型というか、
1は、初五を受けて、名・形・形・名
と名詞で形容詞をはさみ、
5
は、
名・動・動・名と両名詞で二動
詞をはさんだ変則的パランスの句であろ。又、4は、中下が、名・副・名・ と用言不在の句であろ。それでいてマジックのような生動感がただよう秀句であろ。
El
体言＋助詞「を
」
の型
当然中七下五が用言主動脈になろはずだが、これにも色々ある。
全部で七
句
ある。
白き塔
．この両句は体言多用型に入れたが、その構成は微妙である。まず49は、中下句が、副．勁・代名・名・助動と続き、用言は「臥す
」
ー語と思えるが、それが句末の
「たり（き）」と呼応してい
て、構成的に 用言を釉とすろといってよい。
次に69は、中下句が、名・動・名・名・助と続いて、まさしく
用酋は「突く」の一語であろ。しかし、この句では（恐らく策者による）「突く」の動
作がこの句の全形象の眼目で、一概に体言
多用句と断じてはいけないと思う。
ぁきかぜの
55 
釘潟
に殿（すす）りて
咲かんや
（一）
a3
の句
で、名・動・
動・助動（終止）と漸隣的に用言
がエスカレートする。
b12
の句
で、動・名・名・勁（述用）と動
詞の連体形と中止形で名詞を包む格潤高い形だ。
c
.
35句
で、形・
形
＇名・動・たり：用
言
に短少体
言
をはさんだ
異形である。
d
引句で、名・・動・動・（：んや）、これも勁詞の
ス
キップに呼格の「や」を合わせた異形であろ。
股頭（まんじゅう）を
夜霧がぬらす
70愛
撫す
天の川の下
（二）この初五に続くには
変則型として体言多用句もある。
a
55句で、名・動・名・名：硬質トーンがすばらしい。b
70句で、67
動・名・名・
名：漢栢サ変動詞「愛撫す」が下三対の短形名詞と
＿
すばら
しい諧甜をなしている。
（三
）最後に、螺旋型のすばらしい句形を―つあげろ。
42番の「しゅんぎくを
播き．水を
飲み
セロを
弾く」の句
であろ
°/
5.
2/3.
2/3.
.2
／の連弾は、五音の不ぞろい
の長大さが絶妙の効果で以下 引き立てる。三鬼が胆界最短の詩形俳句の形象面でも余人を許さぬマジシャンだったことをこの句は立証していろ。田笞＋助詞「に」の型
これも「3」の型以上に用言に定着度の高い下二句
が想定され
るが、以下、正格、破格、特殊に分けて説明すろ。全十二句であ
協の岩を 白魚を
孤児の通夜
る。
笑へりき
こ1II 
宙（らい）匂ふ
（一）用―ira多用の正格。
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畔亭に
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54生
創（なまきず）に
蝿を出めて
馬掃る
a6
の句、名・名・動．き，．で、すがすがしい。
b
ll、54の両句。名・動・
名・動(lt)で、なかなかダンデイ
ト
な
神動
句
だ。
（二）次に準iE格に移ろ。い
ずれも場所乃至対象の「に」の係
り先きが不定で多様性を表わして面臼い。
38亡
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48迎
池に
骨のCときを
掻み出す
65鉄
板に
息やはらかき
育蛙
87府
に
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a38
句は、副・名・副の型で副詞は反似し、初五も動・過去・
体酋．に：と泊音の羅列で蛤の行進を形象化す。b48句、名・比況・動（終止）の型。初五の係り先きが句中に迎没してい
る
。c
65句。名・形・名 一見体苫 と見える 、「やはらかき」がカエルの生態を節やかに現わす。これも「に」の係り先きは省略されている。d87句
、副・動・名•あり：で、「笑う」の主体が
不分明だけにメルヘン性をさそう。
（三）次いで、体苫多用の破格に移る。
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41九
十九里浜に
97処
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匹降り
a且、名・副・名といった破格である。述話動涸の完全なカ
ットが迫力をます。
b94は、名・名・名（迎体十名）という純体
-]']の構成で、わずかに「仰ぎ」の所に111苫臭を留めろ。C
41
は
、
名・動・動の型。しかも初五が七音名詞プラス一音で、以下の四•三・ニの短少音と不協和音をなす。d
97は、名・勅・名・名・
動（終止）の句形。小刻みな流勁感が菊朽が降霊の感じを巧みに描
8 
く。以上の四句にも登染の錬金術師三鬼の面目が紺如としている。
（四）補足する形で43句を示す。
―
心百
舌（もず）に
面切られて
今日が
始まるか
初五を体―
i•• ]＋「に」で切るか、更に体―[凸をプラスするか、見解
が分れよう。以下は、 ・名・動・係助「か」。非常に特殊な句形で「独白詩」の性格の浪い珍しい である回体謡＋切れ字「や」の古典型
これも用・体―
-t]
多用の二種がある。全七句。独語おどろくセメント袋
冬の坂
石と化し
粕匠頭（うしょうのかみ）の大いに笑ふ
馬より落ち
白靴
指ついばみ
広島や雪国や 中年や
ゆく 遠くみのれる卵立ふ時
夜の桃
口開く
染子買はず
2 2 4 4 58女
を質はず
（一）名詞多用型。a闘の、名・動・名・
名
型。
b
74．花句、名・名・動（述用）
，の型は共通。
ただ前者は、
「袋」と「石」の位相怪、
後者は、
「
頭（かみ）」が「指」の体化という点に差があろ。
（二）
・
用盆
多Ill型。
a副洞で始まるもの、
8.22句。
前者、
副・動・名・勁
（連用）。
後者、
Mll．動・名・
名。
体
(;!J
止め
もよいが、
前者の連
用中止の味は非凡だ。
b名
・動・名：の型。
44と58の句。
前者、
名・動・名／名・勁（終止）、
後者、
名・動・ず／名・勅．ず。
共通するのはリズム反復の増幅感
ただ前者は修飾、
被倍飾のケ
ース。
後者は全きリフレイン、洒脱な句沈である。
厄咎
0十雑多助洞の型。
全四句。
10兵
隊が
まっ凩い
汽Illに乗り
ろう老太閣
62朝
の氷が
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32海
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て
男を打てり
辿扱に
王＋‘
95木
瓜の朱へ
は
い
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aは
じめに、「が」型。
10の句で、
動・形・名・動（迎用）の
クイプ。
この
「が」の用法は微妙で、
主格で「ゆく」のみ修飾と
も、
「
汽車」まで続くとも取れる。
おそらく「ゆく・乗り」は重
複表現であろう
次に62の句、
名・名・名と以下へ続く変則型。
タペの氷
この句、
初五が二字字余り、
中七と対照格となり、下五（＿字字
余り）
の
ャ・ラ行音名洞へ
と
続く。
奇怪な句である。b
次に体岩＋
「もて」型。
32句。
名・勁・副へと続く。
初五の字余りもアクセ
ントをもたらし、下五の「
に」がまさに写真の乾板への適確な
定沼を形成する。
c次
に「へ」型。95句。
動・動・名・動（終止）と椛く。「へ」
の方角、
「ば」の確定、
「泣く」の必然終止が、
居合抜きの鋭さ
で抜群の迫真力を持つ。
以上四句、
そ
れぞれ恨性的で味わいのあ
る句 ある。＿7＿初五が用酋を主体にしたもの、
全八句。
この類は前衛墜二鬼らしい句
形を初五にいただくものを分類し
た。
全八句を
i
一分して述ぺる。
21お
そるべき
3ー， 3 
君笞の乳房
尖山子（かがし）の
垢の上に天
逃げても
軍節（しゃも）に
西日が
ぺたぺたと
66暗
く必く
大群集と
花火待っ
はな
や
まい
91近
い出でて
夜露紙めたや
炭の病
92切
り捨てし
胄の腑かわいや
秋の荘
（一）体営多用型。
a
まず21句、名・名・名・動
（終た）
で
、
形容涸を初五に、
「来る」を句末にしたダイナ・＜ックな百春賛歌。
bこ
れが更に31句になろと、
動詞＋たる
の初五に、
名・名
・
名
•名と体言を庶句的に杭み堕ね、
視界の全開と一種放念の世界を
倒れたる
夏来る
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よむ。個性味あふれる句だ。
C39
は、動洞に陪励‘係肋を重ねた字不足の
初五。
以下、名・
名・副と続く 下五の瓶態語は絶妙の感触。66は、形容詞連用の頂複という型破りの初 。 と名・名・動（終止）と続く。句末「待つ」に用言のOO光を見る思いだ。
d91
92、ほぼ同期の両作に共通性を見る。91は、二語勁詞と
助詞
の初五に、名・動・肋・や•名・名、小刻みなリズムに病者
の音潤がにじむ。92は、二語勁詞＋過去「し」に、名・名・形・や・名・名と椋く。この句の切れ字「ゃ
」
も前句と同じく現世の
妄執をひびかせる。
（二）用―ia多用句。
4 2 
みな大き
親しゃ
野分
かり
26袋
を負へり
雁渡ろ
24の初五は動＋副。以下、形・ゃ・名・形・助と続く。切れ字
．
をはさむ両形容詞が何ともいえぬ協和感をもたらす。26の初五は、副＋形で口語的表現、以下、名・動・名・動と続くが、
「袋：」
．と「雁：
」
が、
人
m
、自然の両相を表わし、詩情の対照的融和を
示す
。
以上、この型の語法においても、三鬼は自由不股な手法を
見せていろ。-8一槌形として、様々な品詞の融合したもの。全部で二十一句ある。それを体含＋動詞 体作、助辞、その他の四つに分類して述べ
る
。
（一）．名詞＋励詞の型。
飢えてみな
遠くより
37 
男立ち
女かがめろ
50ワ
ルツやみ
m
笥光る
61寒
夜明け
赤い造花が
又も在る
11え
80釧
生まれ
天使の沢
ひろげたり
a迎備のもの四つ。
37は名・動・名、50は名・動・名・名
で
全き同型とはいえぬが、はじめより、名・動（迎用）、名・動（巡体）・名：の点で共通である。61
80にも共通性がある。61は、
形・名・副 動（終止）で、
「明<•在ろ」の巡勁、80は、名・
名・動 たり：で、
「生まろ・ひろぐ」の迎勁、そ
の点で共通。
ただ61の 詞間には時差があり、80の動詞にば展叫があろ．
三つ。それぞれに変った位相を示す。
死にしか、と
たき
落
i来
焚
b終
止形のもの
52涙
出づ
眼鉛のままに
93煙
立つ
生きて切りし
100箸ばさむ
付片の兄
許し給え
52は
名・助・動·肋辞。句末の引用の「と」と「出づ」の照応
は珍しい。93は動・勁・名と続く。体―「3止めと終止の句切れの呼応がよい。郎は、名 名·動・補動（命令）。終止 呼格 迎動は哀惜極まる
8 6 
恋過ぎし
食い太れ
汽爪降りて
並ばんかと
蟹死にて
仰向く
海の
底の経
C名
・
動
・
「き」の辿体の初五068の句で名・名・勁・動（命
86 76 
落穂拾ひに
猫
よ
とかげを
蟻地媒
か
び微の家
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友はけさ
82冬
に生れ
ばら
88密
板に付け
96春
を病み
松の根っ子も
a14
、名詞＋断定助動の初五に名・名・名・動（終止）が椛＜
型。
断定と終止の男性的語潤が「処女」語感と相克する。
b
7 
空港なり
還謄の
n
見あきたり
ばった遅すぎる
早すぎる
ぅビめかす
死せり
野良犬
ライクア
（三）名詞＋助辞の型。
これに三類ある。
14処
女の手にともる
草を噛む
7 
令）のタイプ。
内容・形式とも異相の句。
d名
:動·接助
の初五
。76は、
名・勁·動・助と用言型で、
係
助詞＋「と」 変った句末。一方86
は、
勁・名・名・名の体営型
で、
海底浮遊感の形象見
m
。
（一一）名詞＋体佐の型。一二つに分類されよう。53頭
悪き
日や
げんげ田に
牛暴（あば）れ
63女
あたたか
氷柱（つらら）
のしずく
くぐり出て
99川
勘柔か
高くひぐらし
低く河鹿
a名詞＋形容詞連体053の句で名・ゃ・名・名・動（連用）と
続く。
句切れも八•
五・
五とも取れる。
長い初五と中止の句止め
の連動が不協和音をかもす。
b名詞十形動か器内二つある。
63は
名・名・ ・助の型。
形動と動詞の連動が快
い。
99は字余りの初
五に副·
名・副・
名の螺旋形がくり返され、
力行音が八音という
暗低音が特徴。
名詞＋係助＋副詞の初五に、
動・
名・名・動（終止）が続く。
名
詞をかこむ「死せり・喉む」の切迫感が効果的。
C名
詞＋助洞
（
に．に
．を）＋動詞（連用）の初五に様々なフレー・スがつく0
82
は、
名ふ勁・動と続く、
その動詞が反怠語でコミークだ。
88は名
•名
・動だが、
「付く・うとめかす」の辿動が巧み。
96は、
名・
名·
助・
たり：で、
「病む・
見あく」の迎 がリ．スミカル。
（四）変型のものを一括する。64美
事なろ
蚤の跳躍
わが家にあり
84ほ
ろ市さらば
桁神ぽろの
古男（ふるおとこ）
つ
90海
に足投（した）ろ
三日月に
首吊らば
a初
五が形勁ー語であるもの。
64、
名・名・名・勁（終止）。
中七までの主格を「あり」が受ける鋭角型の秀句。
b名詞＋接続詞の型。
84、
七音の初五に、
名・形動（幹）、
名
と続く。
呼格だらけのカット詠法とでもいうぺき奇型である。
C90
、全き破隅型。
名・助・名・動（終止）の八音の初五に、
名・名・動・ば：という仮定法を迎ねる。
ゴーギャン
の構図を想
わす幻想怪奇の句であろ。
以上二十一句の
八項の句群にこそ、
三
鬼の本領があろと思わ
れろ。
—あとがきーーー
三鬼は実は地者の郷里津山市に生まれた俳人であ
る。今回その
百句の作品の様式芙を解明していくう
ち、
そのイメージの奥行き
の深さ、
領域の広さ
につ
くづくと感心した。
その発想・イメージ
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（ 付 ） 三 鬼 俳 句 の 高 校 教 科 柑（ 一 ） 東 苔 改 訂 、
国
n
／ 群 術 の 少 年 し の び 泣 け り 夏 ／ 倒 れ た る
案 山 子 の 頻 の 上 に 天 ／ 水 枕 ガ パ リ と 寒 い 海 が あ る ／
（ 一 ） 東 宙 、
現 代 文 ／ 夜 の 吹 雪 言 葉 の と と く 耳 に 入 ろ ／
（ 二 ） ＝ ＿ 省 堂 、
国 II ・ 同 新 国 II ／ 水 枕 ガ パ リ と ・ ・ ・ ／
（ 三 ） 明 治 基 本 、
現 代 文 ／ 水 枕 ガ パ リ と ・ ・ ・ ／ 穀 象 の 一 匹 だ に も
振 り 向 か ず ／
（ 四 ） 尚 学 、
国ー／みな大き袋を負へり雁渡ろ／
ー注ー右の句に秋元不死男氏の鑑貨文を付す。
（ 五 ） 第 一 の 二 訂 版 、
現代文
／ 水 枕 ・ ・ ・ ／ 算 術 の 少 年 ： ／ 動 か ぬ
蝶 前 後 左 右 に 砥 あ り て ／ 甲 虫 縛 さ れ て 忘 れ ら れ て あ り ／ 秋の 森 出 で 来 て 何 か う し な へ り ／
掲 賊 状 況
の 多 様 性 も あ ろ い は 彼 を 育 く ん だ 作 北 の 主 邑 律 山 の 風 土 に か か わ っっ て い ろ の で は あ ろ ま い か と ひ そ か に 考 え た 。
明 治 以 降 の 近 代 文
学 史 を ひ
も と い て も 、
小 説 の 片 岡 鉄 兵 、
和 歌 の 尾 上 柴 舟 、
詩 の 安
東 次 男 、
そして、
俳 句 の 三 鬼 と 、
寒 暑 に 厳 し い 津 山 盆 地 の 狭 小 な
風 土 が 実 に 多 彩 な 人 材 を 輩 出 し て い
ろ 。
世 界 最 短 の 詩 形 式 ー 俳 句
に 花 鳥悪 詠 の 伝 統 否 定 の 彼 岸 を 紹 咲 か せ よ う と し た 三 鬼 作 品 は 、今 後 も 続 々 、
そ の 創 作 面 で の 踏 襲 者 、
鑑賞面での研究者を現出さ
せ ろ で あ ろ う 。
その
未 来 展 望 の 上 で 、 今 回 の 私 の さ さ や か な 試 み
が識者の一指針になればとひそかに希っていろ。
ー
60 年 7 月 9 日
筆ー
賽 （ 参 考 ） 同 じ 前 術 無 季 派 の 稲 田 山 東 火 の 句 の 掲 賊 紹 介( - ） 大 修 館 、
国 II ． 窓 あ け て ：
／分
け 入 っ て ：
（ 二 ） 筑 康 、
国 ー ・ 分 け 入 っ て も ： ／ ひ と り ひ
っそり：／砂丘
にうづくまり；／てふてふひらひら：·
（ 三 ） 第 一 の 二 訂 、
国 II ／ 分 け 入 っ て ： ／ ほ と と ぎ す あ す は
． ．
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